
の使い方

●このお薬は皮膚の水分を保持し潤いを保ちます。

●初めて使用する際には、真っすぐに立てて4～6回
程度空噴霧した後に使用してください。

●噴霧距離と噴霧面積の目安
　

　（スプレー容器を逆さにして噴霧しても同様です）

●医師の指示に従い1日
に1～数回患部に噴霧
してください。

患者様へ

※このスプレー容器は逆さに
しても噴霧ができます。

噴霧する距離 噴霧される面積
約10cm離して 手のひら1つ分



【ご使用に際しての注意】

●耳や鼻の中に入らないように注意してください。
　また、傷口、皮膚のひび割れやただれているところには
噴霧しないでください。
●皮膚のかゆみ、かぶれなどの症状があらわれた場合には、
直ちに使用を中止し、医師または薬剤師にご相談ください。

●目の中や目の周辺には噴霧しないでください。
　万一、目の中に入った場合は、直ちにきれいな水で洗い
流し、医師または薬剤師にご相談されることをお勧めし
ます。
●吸入する可能性があるので、顔面や頭部等には注意して
噴霧してください。

●初めて使用する際には、真っすぐ立てて4～6回空噴霧し
た後、使用してください。
●途中で噴霧できなくなった時（薬液が少なくなって空気
が入った時など）は、真っすぐ立てて空噴霧してください。

●使用した後は噴霧口を拭き取り、付
属のキャップをしてなるべく涼しい
ところに保管してください。
●噴霧できなくなる恐れがありますの
で、針のようなもので突くなどして
噴霧口にキズをつけないでください。
●お子様の手の届かないところに保管
してください。

患者様へ
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